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はじめに
筆者は、 これまでTaranathaKundga'snyingpo(1575-1635)のT"電〃c"Qgs〃〃t〃
垣yas'α'/d6況沈αChe刀加”奴獅，αγ"9℃s'"(dB〃"α妨""Zc"αg)に対する研究を行い、次
の論考を発表してきた。
l."Onthe6rstChapterofthedB郵加α肋eg"zc""byTaranatha'',「印度学仏教学研究」
58-3,2010,pp.(136)-(143).
2.｢TaranathaのdB〃"α肋""zchOg第2章「一切の所知の境の決択」について」『イン
ド論理学研究」 1,2010,pp.313-332.
3...OnthefburthChapterofthedB況加α"eg"c"QgbyTaranatha",Ac"T/62"caa
B"""ca3,pp.129-154.
本稿はこれらに続くものであり、同論の第3章を考察したものであるloテキストの全体の
概要や書誌情報などについては、これらの先行する論文を参照いただきたい。
第3章の内容
第3章2のタイトルは、「仏の心髄3である法界の決択(s"l9sjgyashyis"y"zg加c加S紗j
d勿'"唖gra〃わ．""'α)」と言うものある。全体で57偶よりなるが、他の章と同じように、こ
れはTaranatha自身による偶だけではなく、Maitreya¥Nagaljunaという先行するインドの
論書からの引用も含んでいる。テキストの前半部分がこれらの引用からなり、後半はそれらの
引用に対するTaranathaの解説部分である。Yeshesrgyamtsho(16Ih/17!hcent.)の注釈書4
は、これを「解説されるべき聖典を広げること」と「それを考察するもの」と説明している。
この引用よりなる前半部分に対して著者は、 (1)界の意味(dbyingskyidon)、(2)蔵の意味
l 本稿は、 2010年8月15-21日にカナダのブリティッシュ・コロンビア大学において開催された第12回国
際チベット学会にて発表した原稿と配布資料に基づくものである。MichaelSheehy博士(Tibetan
BuddhistResourceCenter)とDavidTempleman博士(MonashUniversity)には貴重なコメントをい
ただき、ここに御礼申し上げる。
2 D.6al-9a3;L.7b6-12b4;M.pp.20,18-27,11;B.pp.10,3-13．17.
3仏の心髄とは、「如来蔵」のことである。
4 TTbeg"c"Qgs"〃r〃狸)wsl"fd6〃〃zac〃g〃"γ"α碗"""ges，α'j"""bs"‘z加〃お‘6〃′"y哩s
ノ2gS′α.D.30a3-48b5;M.vol.85,pp.49,4-80,18;B.vol.10, p. 4-116.
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(snyingpo'idon)、(3)常の意味(rtagpa'idon)、(4)遍満の意味(khyabpa'idon)、(5)明の意味
(rigpa'idon)5，(6 一切相(rnampathamscadpa)、(7)無戯論の特徴(sprospamedpa'i
mtshannyid)、(8)混ざらない特徴(ma'drespa'imtshannyid)、(9)双入の特徴(zungdulug
pa'imtshannyid)､(10種姓(rigs)と界(khams)の10項目を引用した偶の後に添えている6が、
注釈者はこの最初の二つを9項目に区分する7。この項目については、第24-25偶に「法界とは
如来蔵である」まとめられており、 (l)常住､(2)遍満、(3)自証知､(4)一切相､(5)無戯論､(6)無着、
(7)双入､(8)種姓､(9)勝義知との9項目をあげている。これに基づいて､本章のテーマである「法
界・如来蔵」をこの9項目の内容に基づいて解説したと理解することができる。
9音節からなる第23偶以下の後半部分は、この9項目に基づいてTaranatha自身が法界・
如来蔵を解説した部分となる。注釈者は、この後半を「解説されるべき聖典を考察したものと
する8。ただしこの区分は後半にいくと暖昧になり、末尾にはアーラヤ識9[48-51]、因果関係
[52-55］などへの言及も見られる。
これらに基づいてテキスト全体の構成を分析すると次のようになる。
l解説されるべき聖典を広げるもの
l.1法界と如来蔵
l.l.1界の意味[1-2=MSA'oll.13-14]
1．l.2[如来］蔵の意味[3=MSA9.37]
1．29項目
l.l.1常の意味[4-5=RGV''l.80,1.51]
1.1.2遍満の意味[6-7=RGVl.49-50]
l.l.3知の意味[8]
l.l.4一切相の意味[9-14=RGVl.84,2.5,1.42-44,1.92]
1．1．5無戯論の特徴[15=MSA6.1]
l.l.6不共の特徴[16-17=RGVl.30ab,1.52]
1．l.7双入の特徴[18=RGVl.155]
5注釈書は、ここでrNgoglochenpoのテキストを引用し、「如来蔵の認識は空性を非存在の減となす
ことである」とする。またSaskyapanditaが戯論を離れたものが空性とするのに対し、Bustonchen
poは如来蔵をアーラヤ識とみなしているとする。
6 これらの句は偶頌のスタイルをとらない。
7注釈書は、これらの9種類の項目を列挙せずに解説に入っていることから、その項目については続く
解説部分から推定するしかない。
8注釈者は､「(法）界の意味と如来蔵自身に対する疑惑の除去方法は､以下の二諦と二無我の（第6，7）
章で詳しく解説される」とする。
9八識説は次章のテーマでもあり、ここでも同じようにGhα"α”"〃“””に言及している。
lOMSA=Mbhaya"“〃液彪加"""γf陶画･
ll RGV=R""哩Dか極り必ﾙ蛇口賊〃".
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l.l.8種姓[19=RGVl.27]
l.1.9界[20-21=RGVl､96-97]
1．2ナーガールジュナの学派との無矛盾[22(=MMK'222.16)-23]
l.3如来蔵の九種の特徴をもつ法界[24-25]
2聖典の解説13
2.19項目
2.1.1常の意味[26ab]
2.l.2遍満の意味[26cd-27ab]
2.l.3知としての勝義界[27cd-28ab]
2.1.4一切相の同意'4[28cd-30]
2.1.5無戯論の同意[31ab]
2.1.6無着'5の同意[31cd-33]
2．l.7双入の同意[34]
2.l.8種姓[36-40]
2.1.9界[41-55]
2．2罪過と利益［56-57］
3
まとめ
dB〃"α肋eg"2c""の第3章の内容をまとめると次のようになる。まずTaranithaは法界
をMaitreyaのM""""(zs〃液〃郷""とRQ"(増ひﾉ、"め〃""に基づいて理解し、それを如来
蔵としても認識している。またこのような理解はNagarj皿aの教義とも矛盾しないとし、さ
らにはアーラヤ識も仏性理論に取り込んでいる。このようなことから、著者の仏性理解は、礁
伽行唯識派の教義を含む如来蔵思想であり、それを大中観に取り入れたものである。この姿勢
はチヨナン派の先行するDolpopaShesrabrgyalmtshanのものと同じであることからも、
Taranithaは彼の思想を継承しているということが確認できる。
dBumaff7egmchog第3章和訳
真実の辺際から始めて、偶頌に尊者が説かれている。
常に二を離れて、迷乱の所依であり、すべての相において述べられないものであり、戯
論のない性質のものが真実である。知られるべきものと捨てられるべきものと自性が無垢
???????
MMK=M"ん碗adhyα加α”ﾙ"j".
注釈者は、 「疑惑を断じること (dogspagcodpa)」
前半の「特徴(mtshannyid)」に対して、ここでは
注釈書は、 「不共(ma･drespa)」ではなく、「無着
と述べる。
「同意('thad)」の語が用いられている。
(magospa'i'thadpa)」とする。
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と認められるものが浄化されたもので、それは虚空と金と水のように煩悩から浄化された
ものと認められる'6｡[1]
有情たちには、それ以外のものは僅かたりとも存在せず、すべての有情もそれに対する
蒙昧な知で、存在するものをすべて捨てて、存在しないものに執着するものであり、世間
の蒙昧の大慌てと同じものはどのようなのか17｡[2]
と言う界の意味と、
真如は一切に対して差別なくても、清浄になり、如来たるものである。それ故にすべて
の有情はその心髄をもつ18｡[3]
と言う心髄の意味と、
生もなく、死もなく、害もなく、老もない。それは常住で堅固であるから、寂静で不滅
であるから19｡[4]
過失は客塵をともない、功徳は自性をともなうので、前の通りに後もその如く、変化の
ない法性である20。［5］
と言う常住の意味と、
例えば無分別の本質をもつ虚空が普く随在するように、心の自性の無垢界もそのように
普く遍在する21｡[6]
その共通相は、過失と功徳と究寛と遍満とである○色相の劣ったものと中間と最上とに
対する虚空の如くである22。［7］
と言う遍満の意味と、
有身に存在する無漏智は蜂蜜に似ており、煩悩は蜂に似ており、それを制圧することを
知る勝者は人の如くである23。［8］
と言う明の意味と、
何故ならばそれは法身で、それは如来で、それは聖諦で、勝義の浬藥である。それ故に
日と月のように功徳と区別がないので、仏そのものから離れた浬藥は存在しない24。［9］
光明と無作と無差別に入るものをもつガンガーの砂を越えた仏の法をすべてもつもので
ある25｡[10]
MSA11.13 宇井伯寿「大乗荘厳経論研究」（岩波書店,1961年),pp.202-203
MSA11.14 宇井1961,p､204.
MSA9.37.宇井1961,p・153.
RGV1.80.高崎直道「宝性論」（講談社,1989年),p.93.
RGV1.51.高崎1989,p､73.
RGV1．49.高崎1989,p.72.
RGV1.50.高崎1989,p.72.
RGV1.50.高崎1989,p.108.
RGV1.84.高崎1989.pp.95-96.
RGV2.5.高崎1989,p.142.
???????????
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大海のように無量の功徳の宝は尽きることなく存在する。区別のない功徳をもつ本質な
ので灯火の如くである26｡[11]
法身と勝者の知恵と悲心の界が集められているので、器と宝と水によりこれは大海に似
ていると説かれている27｡[12]
無垢処における神通と知恵と無垢と真如と無差別なので灯火の明かりと熱と色との類似
する法をもっている28。［13］
それらの画師というものは、布施と戒と忍などで、すべての相の最高をもっている空性
が画と述べられている29｡[14]
と言う一切相とである。
有でもなく、無でもなく、その如くでもなく、他でもなく、生と滅がなく、減少もせず、
増加もなく、浄化もなく、清浄になる。それが勝義の特徴である3o｡[17]
と言う無戯論の特徴である。
宝と虚空と浄水のように常に自性は染汚がない31｡[16]
例えば虚空は遍在するけれども、微細なので染汚がない。そのように一切衆生に存在す
るこれは染汚がない32。［17］
と言う不共の特徴である。
区別をともなう特徴をもつ客塵により界は空であるが、無区別をともなう特徴をもつ無
上法により空ではない33。［18］
と言う双入の特徴である。
正覚身が広がり、真如が無差別で、種姓が存在するので、一切の有身者は常に仏蔵をも
つ34。［19］
仏が萎える蓮華に、蜜が蜂の中に、籾に実が、不浄の中に金が、地中に宝蔵が、芽など
が果実の中に、濫襖の衣の中に勝者の身が、下賎な女性の胎内に主たる人が、地中に宝像
が存在するように、客塵の煩悩の垢により覆われた衆生にそのようにこの界が存在す
る35。［20-21］
と種姓と界としても説かれている｡軌範師ナーガールジュナが解説している。
RGVl.42.高崎1989,p.65.
RGVl.43.高崎1989,p､65.
RGV1.44.高崎1989,p.67.
RGVl.92.高崎1989,p.100.
MSA6.1.宇井1961,p.104.
RGVl.30ab.高崎1989,p.47.
RGVl.52.高崎1989,p.74.
RGVl.155.高崎1989,p.133.
RGV1．27.高崎1989,p.44.
RGV1.96-97.高崎1989,p､105
??????????
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如来の自性であるものは、この有情の自性である。如来の自性は存在せず、この有情の
自性は存在しない36。［22］
そのように解説された存在しないものには戯論はない。他に特殊な基盤なしに特殊な法
を考察している。幻のようなものをまた考察することで何になろう｡有情の自性を事物と
疑うことは断じられる。 ［23］
その法界は、如来蔵である。常住で、遍満で、自証知で、一切相で、完全に断じられる
特徴の戯論を離れ、付着を断じた意味と、 ［24］
双入と、自性の種姓と、勝義知とで、そのようにその特徴は九種である。ここで勝義界
の場所の在り方と、 ヨーガ行者に顕現する通りの在り方である。 ［25］
変化するならば、事物であるので、偽りである。変化が存在しないものがあるので常住
である。部分をもつものに遍満は存在せず、部分がなく、遠近がないことにより遍満が成
立する。 ［26］
知と所知の区別はなく、勝者により知られるので、自己と明として成立している。明も、
知られるものと知ることを必要としない。湿気にも湿されるものと湿すものとは存在しな
い。 ［27］
湿っている性質だけのものが設定されているように、 自身を知るだけでこれを否定でき
る。勝者の智と区別がないので、界であり、勝者の智として量により成立している。 ［28］
それ故に究極の功徳により何故に存在しないのか｡それにより究極の所知が知られるの
で、すべての所知の勝義の相を把握し、それ故に輪廻と浬藥のすべての相が起きる。 ［29］
波羅蜜のすべてに相応する法性によりそれを修習してから、これも明らかになる。すべ
ての煩悩に相応しない法性によりそれを浄化する力からこれが明らかになるのである。
[30］
すべての分別の対象を越えているので、それは戯論と言説のすべてを離れている。真実
ではないものを考察することは始めから存在しないので、それに付着することはなく、そ
れは付着しない。 ［31］
特徴を否定してから特徴の基盤が否定されるであろう。身体が否定されれば、身体をと
もなうものが否定されることになり、身体をもつものが否定されれば、人などが否定され
る。それが否定されても、虚空は否定されないように。 ［32］
生が否定されることで、生をともなうことを否定することになっても、生が存在しない
という在り方を否定することはできない。この種姓は他のものすべてに合わされる。常と
遍満などと戯論を離れることに矛盾はない。 ［33］
空と非空の両者に入る。対象として両者が存在しないので、入ることも存在しない○区
6
36三枝充懲「中論偶頌総覧」（第三文明社,1985年),pp.676-677
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別がなく、その設定されたものは、世俗により空で、知恵により非空である。 ［34］
ヨーガ行者の智と合わせてから、それが種姓であり、それが界でもある。その無始時か
ら相続したそれが現れて、法性により得た六処の法である。 ［35］
「それに似ている」と言われる特殊な三法をともなっていると説かれており、九つの嚥
例により心髄を説いた在り方は、おそらく成就者の智に従う在り方である。それぞれの衆
生のそれぞれの心髄と、 ［36］
相続をともなう在り方と、諸仏による身体と心に類似しているだけの種姓である。それ
らも道により広げられるようになる在り方などで、 ヨーガ行者に顕現する通りの在り方で
ある。 ［37］
そこにも凡夫と聖者のそれぞれが見る在り方として存在し、それらが存在する在り方に
よるのではない。これは三時に遍満しても、時を離れており、それ故に「相続」と言われ
るものはここでは認められない。 ［38］
相続は、迷乱の本質のみに尽きるので存在せず、知恵は迷乱しない本質として存在する
から。それぞれに存在するならば迷乱なので、それは真実ではない｡例えば異なる場所に
ある塵のように。 ［39］
道による拡大も自性ではないので、仏智が客塵であるという過失になる。遍満とはすべ
ての基盤なので、すべての法の界であり、すべての相なので種姓でもある。 ［40］
界の意味は、金の界が金の石に遍満しているように、種姓は、類似していても、一義に
なってしまう。仏がすべてに遍満しているとしても、それぞれの部分がそれぞれに遍満し
ているのではない。 ［41］
正覚者がそれぞれの衆生に遍満しており、衆生は障害により妨げられているので、それ
を見ない。太陽は雲により全く妨げられなくても､大地が雲により妨げられた時に凡夫は、
[42］
「太陽が雲の中にある」と言う。有情の如来蔵もそれと同じである。心髄がなければ、
法性が存在しなくなり、法性がなければ法をもつものがどこに存在しようか。 ［43］
それがなければ特徴をとることもなく、それもなければ、認識されるものと知られるも
のと考察されるものと見えるものなどが存在しなくなる。存在しなければ、 「世俗を顕現
のみとして、 ［44］
誹誇しないのか」と言う場合も、偽りの言葉でしかない。顕現するならば、認識するこ
とと知ることと考察することと見ることが存在しないことと矛盾する。考察されない顕現
のみに法性が存在しても、 「勝義諦には存在しない」と言われる。 ［45］
その顕現の本質に似たものが存在するならば、世間の人たちにも法性が顕現することに
なってしまう。真実として存在せず、顕現も顕現しないのならば、存在の言説だけでもど
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こに成立しようか。 ［46］
真実が存在しないものが顕現するならば、欺く法は世俗である。その勝義は法をもつも
のになってしまう。それ故にこの世間の顕現の本質は存在せず、知恵の本質として顕現す
るものが真実である。 ［47］
輪廻と浬藥のすべての基盤である勝義であるから、すべての基盤である知として聖者は
意図している。アーラヤ識は心髄として説かれていても、指先で月を指すことと、 ［48］
赤い衣を説いて人を指すことに似ており、劣った智の者はこの意味を知らないと説かれ
ている。自らの本質としての勝義の浬藥であり、これを把握することで一切の寂静を得る。
[49］
金が存在する際のその錆のように、輪廻に最初と最後がなくても、それから現れる。そ
の界が輪廻の原因でなくても、それがなければそれもありえないので、 ［50］
「虚空に風輪が依存する」と言われるように、 「輪廻の基盤になる」と設定されているも
のが、客塵の浬藥の対象であり、それも「基盤と原因」として賢者に知られている。 [51]
「所依と基盤と原因と種姓」としてヨーガ行者の智に現れる在り方である。それぞれを
解説することでその勝義界の場所の在り方を考察する必要があるので説かれている。 ［52］
自性が種姓として現れたり、現れなかったりすることはない。それが存在する理由は、
広大になる人に「それも現れる」と設定されているだけで、｢これを広げて、それも広げる」
と言う言説が設定されている。 ［53］
獲得する対象がなければ、すべての法は、結果がない。存在しても、事物がないものは
狸得に何の必要があろうか。新たに生じたそれが、退けられたり、中断することがある。
功徳の原因も少ないものから結果が多いのならば、 ［54］
おおよそ種姓が同じものが新たに生じることに何故ならないのか○過失が功徳となって
も、等しくはない。仏の知恵の功徳は終わりがないから。それ故に最初のものとして結果
を設定している。 ［55］
「仏は無常で､法身は存在しないと否定し、心髄が全くなくて、真実ではないことを説き、
心髄の功徳がなく、この法を誹誇する彼らは短命で、多病で、癩病をもち、 ［56］
財産を損ない、権力を損ない、存在を損ない、愚者は悪趣に生まれる」と経典に説かれ
ており、この意味を説く者は長寿で、無病で、楽しむ○位が動くことなく、常住な身体を
得ることが確実である37。［57］
くる「仏の心髄である法界を決定する」第3章。
8
と述べ
37注釈瞥は、最後の二偶に対して「理解し易い」とし、解説を行わない。
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